









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































9) K E，初稿， s.142，訳， p.276
10) K I, s. 61，訳， p.69 
108 立教経済学研究第43巻第3号 1990年
る。この点は，流通過程や消費過程についてもあてはまることである。
ところで，個人的消費過程についてL、えば，これまでとは別の視点による理解が必要だと思
われる。これまでは，生産的消費にせよ個人的消費にせよ，消費とはその対象を消耗してその
使用価値を実現することだと理解されてきた。要するに，消費とは，その主体にとっては役立
てること＝消滅と理解されてきたし， iだそれで大過なかっ売。使い捨てられたものはほとん
どが自然に還元されていたからである。しかし，大量生産・大量消費が巨大化している今日で
は，これではすまない事態が生じている。廃棄物・廃熱による「公害」問題，地球規模での環
説汚染問題の重大化である。
註〉わが国におゆる廃棄物処理の費用は，産業廃棄物をふくめると現在でも 3兆円をこえて
し、る。しかし，問題は費’用の大きさだけではなL、。核麗棄物の蓄積，アロンガスじよるオ
ゾン庸の破壊，重金属・プラスチック廃物による土壌汚染，森林伐採，大気の汚染と温暖
化，土壌の流失，酸性雨等々，これらの現象にみられる地球規模での各種の環境の悪化，
人類の生存そのものに関する問題が生じている。生態系の植物連鎖の循環では自然還元が
おこなわれている。しかし，現代における多くの人聞社会では，生産・消費・蕗棄物処理
の各主体がことなり，生態系のような自然還元の連鎖がみられない。消費者は消費対象を
一方的に伎L、捨てており，自然に還元されがたい物質や，自然を破壊するような物質を廃
棄物として増大させている。この処理をめぐる問題は，いまでもそうであるが今後はさら
にいっそう，ぬきさしならないかたちで現われてくるであろう。われわれは，いずれかの
時代には，生産したものの何10パーセントかを，廃棄物・蕗熱の処理についやさねばなら
なくなるのではないだろうか11)0 
こうした事実は，これまでのように，生産を労働対象の質料変換としてだけとらえたり，個
人的消費を消費対象の使用一一使って終り（＝消滅入と考えていては不充分だとし、うことを意
味する。生産は，産業的麗棄物質をもたらす過程としてもとらえねばならないし12〕，個人的消
費は，使用価値の実現とLづ面だけでなく，一般麗棄物質をもたらす過程としてもとらねばな
らない。この点からいえば，消費とは廃棄のー形態というし川、かたもできるであろう。したが
って，再生産過程においては，生産一流通消費の流れと，この流れがもたらす廃棄物質の発
生と処理の流れとが，いわば重なり合うかたちで存在するとL、いうる。したがってまた，再生
産過程・循環過程も，これまでどおりの生産一流通一消費心、う把握ではたりない。生産的消
費のなかに産業麗棄物質の処理過程をふくめると同時に，流通には麗棄物流通を，個人的消費
11）こうした問題をあつかっている優れた著書として，『都市のゴミ循環』（押田勇雄編，ソーラーシス
テム研究グループ， NH Kブックス）をあげておこう。
12）エントロピー増大の法則とL、う視点から，経済学とくに生産概念の再検討の必要を最初に提起され
たのは，玉野井芳郎氏である。「生産とは何か」（『経済学の知性史的考察』所収，東洋経済新報社，
1979年3月〉。
現代の「サービス」に関する基礎的・理論的考察〈上〉 109 
には一般麗棄物や廃熱処理の過程をふくめるべきである。固有のサービスとの関連でいえば，
個人的消費者の一般廃棄物質の処理労働は固有のサービス労働に属する。このサービス労働は，
宇土会的な再生産体制の，あるいは社会的分業の不可欠な一環をなすものである。
1989. 9.28 
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